
在宅避難ガイドの作成（令和５年度取組み） 葛飾区

１ 概要
・これまでの災害では、避難者の集中による避難所の混雑のほか、避難所における生活環境や
プライバシー確保などが課題となっており、分散避難の重要性が高まっている。
・そこで、自宅に浸水しない床があり、浸水継続によるリスクを許容できる場合や自宅が倒壊する
おそれがない等の安全が確保できる場合に、自宅で避難する「在宅避難」を区として推進していく
上で必要となる準備や在宅避難の可否の判断等、区民に事前周知すべき事項について、「在宅
避難ガイド」を作成して取りまとめた。
・水害時と地震時では、在宅避難の持つべき意味合いや、事前準備、判断基準等が異なることか
ら、水害版と地震版を作成した。

▽在宅避難ガイド（水害編） ▽在宅避難ガイド（地震編）
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２ 内容
・在宅避難ガイド（水害編）では、在宅避難の概要のほか、葛飾区の被害想定、避難のポイントや
事前の準備、在宅避難のリスクや行動パターン、マイタイムラインの作成や災害情報の収集方法
等を含んだ内容となっている。 ▽在宅避難ガイド（水害編）の一部抜粋
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３ 今後
・令和６年４月に区ホームページ等で公表し、今後の水害ハザードマップ説明会や防災講座など
様々な機会を捉え、自宅の安全が確認できる場合、在宅避難が有効な避難策のひとつであるこ
とを周知していく。
・水害ハザードマップ説明会では、地域の浸水リスクや風水害の規模に応じて、広域避難と在宅
避難等をそれぞれ説明し、適切な避難行動を推進している。
・令和５年度は水害ハザードマップ説明会を地域別に６回実施し、延べ130名以上の区民が参加
した。また、令和６年度は水害の説明会に加え、地震に関する説明会も実施予定である。

▽葛飾区水害ハザードマップ ▽令和５年度水害ハザードマップ説明会
（奥のステージ左側：葛飾区 青木 克德 区長）


